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〝居住の権利〟を
知っていますか？
〝住む環境〟は
基本的人権



我が国の被災地の最大の課題

一人ひとりの被災者が

大事にされていない！

（災害法制の課題でもある）



一人ひとりの被災者が

大事にされていない！

暮らし 住まい

いのち



在宅被災者の現実
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災害救助法

第４条 救助の種類は、次のとおりとする。

１ 避難所及び応急仮設住宅の供与

２ 炊き出しその他による食品の給与及び飲料水の供給

３ 被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与

４ 医療及び助産

５ 被災者の救出

６ 被災した住宅の応急修理

７ 生業に必要な資金、器具又は資料の給与又は貸与

８ 学用品の給与

９ 埋葬

10 前各号に規定するもののほか、政令で定めるもの

（※遺体の処理，障害物の除去）



熊本地震で繰り返される誤り H28.9.29熊本日日新聞朝刊より
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おかしくないか？
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災害救助法

運用を根本的に見直すべき



原発避難者の現実
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↓
しかし認容された慰謝料額は低廉

なぜか？



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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■生活や住まいに対する具体的損害の当否を判断したものではない

■自己決定という精神的権利に対する損害の受け止め方

■住まいの損害という構成ではないがゆえの限界が課題
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そして，震災２２年目の現実
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阪神淡路大震災２２年目の現実

なお続く二重ローンの重荷

区画整理・再開発の副作用に苦しむ

孤独死を生むコミュニティ

震災障がい者の放置

阪神教訓症候群

住

暮

命



東日本大震災

原発事故
阪神

大震災

これまでの災害復興の教訓

一人ひとり
の人間復興

住まいと
暮らし

人の命



全壊・半壊の人？

強制避難した人？

行政が死と認めた人？

受・支援の資格ある人？

｢被災者｣｢避難者｣とは誰なのか？



「暮らし」の毀損

「住まい」の揺らぎ

「いのち」の危険

自立の基盤が欠如

｢被災者｣｢避難者｣とは誰なのか？

災
害

未
回
復



個人の尊重⇒個別サポート

カテゴライズ⇒集団的対応

｢被災者｣｢避難者｣とは誰なのか？

応急期

復興期



一人ひとりを大事にする

復興期の｢被災者｣｢避難者｣の支援とは

震災は，まさしく被災者の自立の基盤を根底から破
壊した。そういう自立の基礎を失った被災者に対し，
自立できるところまでの『公的支援』を行うことは，憲
法の基底的原理たる『個人の尊重』原理から，当然
要請される
（浦部法穂「被災者に対する『公的支援』と憲法」 「自由と正義」97年8月号）



そんな社会を自ら創る（国民主権）

命が大切にされる（１３，９，２５条）

望むように住み（１３，２２，２５条）

安心して暮らし（平和的生存権）

一人ひとりが大事にされ（１３条）

憲法をリア充しよう



http://hitorihitori.jp/
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東京

郡山

神戸



新たな住まいの災害法を

災害救助法災害救助法

建築基準法建築基準法

公営住宅法公営住宅法

土地区画整理法土地区画整理法

都市再開発法都市再開発法

大規模災害復興法大規模災害復興法

被災者生活再建支援法被災者生活再建支援法

原子力損害賠償法原子力損害賠償法

子ども被災者支援法子ども被災者支援法

災害時の
住まいの確保
に関する
基本法



新たな制度提案の５本柱

災害ケースマネジメントを実施する

一人ひとりの被災者カルテをつくる（脱･罹災証明）

「生活再建支援員」と「生活再建支援センター」を
置く

主軸は「補修」･「家賃補助」とする（脱･プレハブ
仮設）

平時に「災害救助協議会」と「救助基金」を設ける



例えば、参考に生活困窮者自立支援制度（H27.4～）

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000059382.html より
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こだわりたい思い

■共感し，他人事を我が事にすること

■生の声を届け続けること

■全国的な輪（連携）を広げること

■経験と知恵と熱意を結集すること

■ひたすらコツコツやること

■あきらめないこと


